
発 行 所 | 
富山県魚津市役所|
編集発行人高瀬普一郎 |

〈毎月 1日発行) ! 

〈第235号〉日発行

市
県
民
税
の
申
告
は

昭和41年 3月 1

3
月

辺

日

ま

で

に

乙
と
し
も
、
市
県
民
税
の
申
告
の
時
期
が
き
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

引
年
度
の
市
県
民
税
を
き
め
る
た
め
の
た
い
せ
つ
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
期
限
内
に
必
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

報

市
税
の
う
ち

お
%
を
占
め
る
市
民
税

昭
和
刊
年
ロ
月
現
在
の
一
般
会
計
歳

入
予
算
額
は
、
九
億
四
千
二
百
十
五
万

円
で
す
が
、
こ
の
う
ち
市
税
は
三
億
五

千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
税
の
な
か
に
は
、
市
民
税
、
間
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
消
費

税
、
電
気
ガ
ズ
税
、
木
材
引
取
税
が
あ

り
ま
す
が
、
市
民
税
は
、
こ
れ
ら
全
体

の
お
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

昭
和
引
年
度
に
は
、
学
校
の
増
改
築

住
宅
の
建
設
、
市
庁
舎
の
建
設
、
都
市

計
画
、
高
架
橋
建
設
、
農
業
構
造
改
告

な
ど
の
事
業
を
行
な
う
た
め
に
も
た
い

へ
ん
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ

だ
ん
行
な
っ
て
い
る
と
み
集
め
や
、
道

路
を
な
お
す
と
い
っ
た
仕
事
を
す
す
め

て
い
く
う
え
に
、
み
な
さ
ん
の
負
担
さ

れ
る
市
民
税
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。

こ
と
し
も
昭
和
刊
年
中
の
所
得
に
つ

い
て
、
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

広市j章魚(昭和問 9月13日)
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申
告
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

人

市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
2
月
中

旬
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
こ
の
用
紙
に

附
和
刊
年
中
の
所
得
を
書
き
こ
ん
で
、

3
月
幻
日
(
火
〉
ま
で
、
市
役
所
税
務

課
、
ま
た
は
連
絡
所
へ
お
出
し
く
だ
さ

、。
'
V
 も
し
申
告
の
必
.
安
あ
る
方
で
、
用
紙

が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
な
く
し
た

万
は
、
税
務
課
ま
た
は
連
絡
所
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
と
は
、
ど
ん
な
人
か
と
い
い
ま
す
と
、

マ
:
・
乙
と
し
の

1
月
1
日
現
在
、
魚
津

市
に
住
所
が
あ
っ
て
、
昭
和
刊
年
中

(1 ) 

に
五
万
円
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
人

マ

:
給
与
所
得
者
は
、
普
通
、
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ

う
な
場
合
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
昭
和
刊
年
中
に
こ
か
所
以
上
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
た
人
、
お
よ
び

給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
の
あ
っ
た

人。
・
昭
和
刊
年
中
に
退
職
さ
れ
た
人
。

・
雑
損

・
医
療
撚
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
。

・
所
得
税
の
源
泉
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た

家
事
手
伝
人
。

・
昭
和
刊
年
度
の
市
県
民
税
を
勤
務
先

で
特
別
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た
人
。

申
告
し
な
い
と損

で

す

も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

魚津市神明町

魚津印刷株式会社

人口のうごき

男女言1.

18 24 42人

23 21 44人

22組

生

亡

姻

出

死

婚

が
、申
告
書
を
出
さ
な
か
っ
た
と
き
ゃ
、

期
限
に
遅
れ
た
り
、
必
要
の
記
載
が
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
ゃ
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
税

額
控
除
が
受

け
ら
れ
な
く

な
り
ま
ず
か

ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
告
書
の

書
き
方
な
ど

に
つ
い
て
、

お
わ
か
り
に

く
い
と
き
は

市
役
所
税
務

課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
日

市
県
民
税
の
巾
告
に
つ
い
て
各
地
区

に
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

V
松
倉
連
絡
所

・
上
野
方
連
絡
所
H

3
月
3
t
4
日

V
本
江
公
民
館

・

片
員
連
絡
所
H
7
I
8
日

V
加
積

公
民
館

・
道
下
公
民
館

H
9
i
m日

V
経
回
連
絡
所

・
天
神
連
絡
所
H
H
什

ー
ロ
日

V
西
布
施
連
絡
所

H
M
J

日
日

(
時
間
は
午
前
9
時

i
午
後
4
時
)

り
|つ
|ば

蔀存
中 不李
増 みJ
改 百
築 で
雪き
期 る
工
事
で

市

民

会

館

の

月

形

橋

は

、
県
道
制
江

・
魚

津
線
の
早
月
川
に
か
か
り
、
魚

利

用

状

況

津
l
滑
川
市
の
山
手
を
結
ぶ
重

市
民
会
館
の
昨
年
2
月

か

ら

こ

と

し

要

な

橋

と

な

っ

て

い

ま

す

。
し

の
1
月

ま

で

の

一

年

間

の

利

用

状

況

は

か

し

、
木
橋
で
老
朽
が
甚
だ
し

乙
と
し
も
ま
た
、
年
に
い
ち
ど
の
総

一次

の

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

か

っ

た

の

で

、
県
で
は
、
昭
和

決
算
と
も
い
う
べ
き
所
得
税
の
確
定
申

一

ま
ず
大
ホ

l
wの
使
用
は
、
八

十

三

訂

年

か

ら

永

久

橋

に

か

け

か

え

告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
o

一
回
で
、
前
年
同
期
と
同
じ
で
す
。

一
す
る
工
事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

一

集
会
室
の
使
用
は
、
八
百
十
六
回
で
一

こ
の
ほ
ど
り

っ
ぱ
に
完
成
し
ま
し
た
。

3
月
日
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一前
年
同
期
よ
り
百
四
十
七
回
も
多
く
、

一

こ
の
橋
は
、
全
長
二
百
三
十
五
メ
1

こ
と
し
も
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、

二
日
あ
た
り
二

・
三
回
の
利
用
と
な
り

一
卜
戸
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
¥

総
工
事
費
や

み
な
さ
ん
の
利
便
を
考
え
て
、
税
務
署

一
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
く
九
千
八
百
万
円
で
、
乙
れ
で
バ
ス
や

川

県
税
事
務
所
、
市
役
所
の
担
当
者
に
よ

一

ま
た
結
婚
式
場
は
、
百
六
十
三
回
で
一
大
迎
自
動
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

川

る
共
同
納
税
相
談
を
魚
津
税
務
署
で
行

一前
年
同
期
よ
り
四
回
多
く
な
っ
て
い
ま

一
り
、
長
い
間
の
不
便
も
解
消
さ
れ
ま
し

川

な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
告
関
係
諸
用
紙
一
す
。

一
た。

(写

真

完

成

し
た
月
形
橋
)

を
お
持
ち
の
う
え
、
所
得
税
、

事
業
税

一

市
民
会
館
の
利
用
者
が
毎
年
ふ
え
て

一
民

ν

f

己主
dr~YT--ふ
さ

き

山

川

市
県
民
税
の
申
告
と
納
税
の
相
談
を
い

一
お
り
、
会
館
で
は
施
設
を
い
っ

そ
う
充
一

被

ミ

ぷ

幾

議

¥

イ

関

川

ち
ど
に
す
ま
せ
る
よ
う
こ
し
て
く
・
こ
さ

一実
す
る
こ
と
こ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
議

閣

議

綱

審

議

総

報

機
幽
闘

い
o

b

f

一
せ
い
ぜ
い
ご
す
く
だ
さ
い
o

一
¥

泌

総

妥

r際
怒
議
繊

申
告
期
限
の
ま
ぎ
わ
は
混
雑
し
ま
す

一

な
お
、
結
婚
式
場
の
お
申
し
込
み
は
一

潟
難
竺
湾
対
恥
必
棚

開

隊
総
間
縦
脳

か
ら
、
な
る
べ
く
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

一
こ
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
お
り
ま
一

凡
均
路
線

f
&ぷ
酬
闘
機
賜
維
鋼

さ
れ
た
日
時
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
o

一
す

。

一

級
詩
句
協
判
後
令
部
開
閥
鳴
崎
線

必
隠

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
繁
郎
防

fuj一品
!，
司

議
議
"

-

J
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一

議
ゴ
ツ
一
、
¥
一
以
開

園

E

・4一際
韓
議
闘

3
月
は
市
税
の
滞
納
を
な
く
す
る

一

1-
川
一一一)
id
開
削
鍾
…

-

i

'
 

特

別

月

間

一
ト
ド
ル

λ
瞬

一

'

J

M
開
闘
聞

ιマ
プ
繍
闘
関
縮

刷

平
索
、
納
税
に
つ
い
て
、
み

な

さ

ん

の

線

本

で

あ

り

ま

す

。

一

，

晶
闘
区
闘
，
、
繍
組
関
職

の
深
い
ご
理
解
と
ど
協
力
を
い
た
だ
き
こ
の
た
め
に
、
市
で
は

32
「
市

7
1
7必
置

綴

鱗

脳

園

川

一

泊

五

与
義
語
姐

a
z--

厚
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
税
の
滞
納
を
な
く
す
運
動
特
別
月
間
」
一

l
i
-
-い
い
い
じ
い
い
H
H
Hit-川

昭
和
刊
年
度
の
市
税
の
納
期
は
、

2

と
し
て
、
滞
納
者
の
自
覚
を
う
な
が
し

一

小

中

学

校

の

卒

業

式

月
末
で
す
べ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
み
な
て
、
納
税
成
績
の
向
上
を
は
か
つ
て
ゆ

一一

3
月
に
な
り
ま
す
と
、
学
校
の
卒
業

川

さ
ん
に
は
税
金
を
滞
り
な
く
納
め
て
い
く
と
と
に
し
て
お
り

ま

す

。

一

一
式
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
お

忘

ま

た

、
乙
の
期
間
中
に
は
、
徴
収
確

一

市
内
小
中
学
校
の
今
年
度
卒
業
見
込

山

れ
の
方
は
、
い
ま
す
ぐ
に
納
め
て
く
だ
保
の
立
場
か
ら
、
ど
う
し
て
も
納
め
て

一
生
徒
数
は
、
小
学
校
八
百
三
十
二
名
、

川

ざ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
は
、
や
む

一中
学
校
千
百
二
十
名
で
、
前
年
度
に
く

川

み
な
さ
ん
の
税
金
は
、
魚
津
市
を
明
を
得
ず
、
財
産
の
差
し
押
え
や
、
公
売

一
ら
べ
小
学
校
が
百
二
名
、
中
学
校
が
二
川

る
く
、
住
み
よ
く
、
美
く
し
く
、
そ
し
を
行
な
う
な
ど
し
て
滞
納
整
理
を
実
施

一
百
二
十
九
名
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
な
っ
て

川

て
豊
か
な
市
民
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
い
ま
す
。

川

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ
れ
て
お
り
、

滞
納
金
の
あ
る
万
に
は
、
こ
の
期
間

一

革
業
式
の
日
程
は
次
の
と
お
り
o

川

税
金
の
完
納
乙
そ
、
健
全
な
市
政
運
営
中
に
税
務
課
職
員
が
訪
問
し
、
ご
相
談

一

行
日
(
木

)
H西
部
中
、
東
部
中

'

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

一

位
日

(火

)
H
大
町
小
、
村
木
小
、

川

3
月
1
日
か
ら
叩
日
ま
で

一

住
吉
小
、本
江
小
、加

川

納
税
の
催
告
と
納
税
相
談

一

晴
小、

道
下
小
、
経

川

一

T
士
小
J

川

3
月
什
日
か
ら
引
日
ま
で

一一

幻
日

(水〉

H
上
中
同
小
、
松
倉
小

川

財
産
差
し
押
え
の
実
施

一

二
子

1

;
ョ、

一

1
」
M
mt
吋
ノ
パ
H

U

l
l

F

F
バ
リ

川

3
月
幻
日
か
ら
引
日
ま
で

一

天
神
小
、
四
布
施
小

…

差
し
押
え
物
件
の
公
売

一

白

合

小

川

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
'

品
目…
関
車

，

附
「

川

一軒

…

所

共寝
間三
税納義
務税?

署裂E
で IV'、税
の

西
部
中
学
校
の
増
改
築
第
五
期
工
事
こ
と
し
で
五
年
目
を
迎
え
た
わ
け
で

一
，

は
、
昨
年
8
月
か
ら
前
側
校
舎
の
体
育
す
が
、
乙
れ
で

一
応
、
計
画
を
完
了
し

一

館
持
り
部
分
を
着
工
じ
て
い
ま
し
た
が
ま
し
た
。
こ
の
五
年
間
に
、
鉄
筋
コ
ン

3
月
中
旬
に
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ク
リ
l
ト
三
階
建
て
の
校
舎
こ
棟
と
渡

り
廊
下
を
建
設
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す

-

ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
校
舎
は
、
総
の
ベ
面

こ
ん
ど
完
成
す
る
の
は
、
鉄
筋
コ
ン」
積
六
千
三
百
六
十
平
方
メ
l
ト
W
で
、

ク
リ
1
ト
三
階
建
て
、
の
ベ
面
積
千
1
u
.ブ

一

億

三
千
三
百
六
十
九
万
円
の
工
事
費
・

百
八
十
七
平
方
メ
1
ト
W
で
、

一
昨
に
を
か

7
た
こ
と
に
な
り
、
と
の
中
に
、
普

…

は
普
通
教
室
三
、
会
議
室
.
事
務
室
、

，

V

通
教
室
三
十
、
理
和
室
二
、
図
書
室
二
一

校
長
室
、
応
接
室
、
玄
関
、
二
暗
に
ま

l

iれ
物

理
室
二
、
準
備
軍
、
保
健
室
、
放
送

…

職
員
室
、

三
階
に
は
生
物
室
二
、
準

制

室

、
会
議
島
、
職
員
室
、
小
使
室
な
ど

一

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

工
事
費
は
四
千
あ
わ
せ
て
五
十
二
室
が
あ
り
ま
す
o

明

七
百
八
十
六
万
円
u

こ
れ
で
西
部
中
学
校
中
央
部
の
老
朽

一

西
部
中
校
舎
の
増
改
築
工
事
は
、
ぃ
校
舎
が
全
部
改
築
さ
れ
、
4
月
の
新
学
家
庭
室
、
音
楽
室
な
ど
の
増
改
築
が
残

わ
ゆ
る
終
戦
っ
子
が
中
学
に
進
学
し
、
期
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
明
る
さ
れ
て
お
り
、
今
後
逐
次
、
充
実
さ
れ

生
徒
数
が
急
激
に
増
加
し
た
昭
和
初
年
い
近
代
的
な
教
室
で
勉
強
で
き
る
こ
と
て
い
く
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

か
ら
始
め
ら
れ
、
継
続
事
業
と
し
て
侍

-に

な

り

ま

し

た

。

写

真

(

第

五

期

工

事
で
で
き
あ
が
っ

年
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
体
育
館
、
技
術
指
、
た
西
部
中
校
舎
)

月形橋が完成

3
月

!
目

、
(
辺

日

ま

』で

昭
和
引
年
度
の
同
定
資
政
税
の
課
税

制
加
準
と
な
る
価
格
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

こ
と
し
も
、
次
の
よ
う
に
間
定
資
ぃ
陀

税
課
税
台
帳
(
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
)
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

マ
期

間

3
月
1
日
(
火
〉
か
ら

3
月

2
日
〈
火
)
ま
で

所

'¥/ 
n寺

市
役
所
税
務
課

目
甘HH
 午
前
9
附
か

ら
午
後
4
時

d
;

ー

ま
で
(
十
一
限

日
は
正
午
ま

で
、
日

・
祝

日
は
除
き
ま

す
)

マ
j易

市
営
住
宅
へ

入
り
た
い
方
募
集

申
し
込
み
は
叩
固
ま
で

大
海
寺
野
地
内
に
市
営
住
宅

二
十
戸

(
第
一
種
住
宅
四
戸
、

第
二
種
住
宅
十
六
戸
)
を
建
設

中
で
す
が
、
5
月
中
旬
に
完
瓜

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
3
月
日
日
(
土
)
ま
で
市
役

所
建
設
課
へ
米
穀
通
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
ん
ど
建
設
さ
れ
て
い
る
第
一
種

住
宅
は
、
六
畳
、
四

・
五
畳
、
三
畳

台
所
な
ど
三
十
七
平
方
メ

1
ト
戸

で
家
賃
は
三
千
八
百
円
程
度
で
す。

第
二
種
住
宅
は
、
六
畳
二
、
台
所
な

ど
三
十
一
平
方
メ
1
ト
戸
で
、
家
賃

は
二
千
七
百
円
程
度
で
す
o
t

手L

検

動-
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中
央
青
年
学
級
生
募
集

4
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
ひ
ら
く

近
代
的
な
社
会
人
の
育
成
を
目
的

に
、
4
月
か
ら
中
央
青
年
学
級
が
ひ

ら
か
れ
ま
す
。

乙
の
青
年
学
級
は
、

・
社
会
を
正
し
く
見
つ
め
、
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
人
間
u

・
明
る
い
家
づ
く
り
、
町
づ
く
り
、

国
づ
く
り
に
役
立
つ
人
間
h

・
す
ぐ
れ
た
友
人
関
係
を
つ
く
る
0

.
自
分
の
仕
事
や
生
活
を
糾
学
的
、

合
理
的
に
判
断
す
る
乙
と
が
で
き

る
人
問
。

な
ど
を
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
職
業
、
家
事
に
つ
い
て

の
知
識
技
能
、
社
会
人
と
し
て
の
た

い
せ
つ
な
一
般
教
養
な
ど
が
学
習
に

も
り
乙
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。中
央
青
年
学
級
に
は
、
商
庖
、
会

社
に
勤
務
す
る
こ
十
五
才
未
満
の
青

少
年
の
方
な
ら
、
男
女
だ
れ
で
も
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乙
の
一
年
間

青
年
学
級
で
勉
強
し
て
み
た
い
方

は
、

自
分
の

勤
務
先
の
許
可
を
得

て、

3
月
引
日
ま
で
市
教
育
委
員
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
学
習
日
と
時
間
お
よ
び
場
所

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
か
ら
9
時

ま
で
図
書
館
二
階
で

ひ
ら
き
ま

す
。
な
お
、
学
習
費
用
は
別
に
い

り
ま
せ
ん
が
、
ク
ラ
プ
費
な
ど
と

し
て
月
五
十
円
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
関
節
脱
臼
の
検
診

乙
関
節
脱
臼
は
、
ど
う
し
て
も
発

見
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
早

期
発
見
を
目
的
に
、

一
才
未
満
の
乳

児
を
対
象
と
し
て
、
乙
関
節
脱
臼
検

診

(レ

ン
ト
ゲ

ン
撮
影
〉
が
魚
津
保

健
所
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
診

日
は
、
毎
月
第
一

、
第
四
金
曜
日
午

後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
で
す
か
ら
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
月
の
検
診
日
は
4
日
と
お
日
で
す

妊

婦

検

診

妊
婦
の
健
康
診
断
と
相
談
を
す
る

妊
婦
検
診
は
、
魚
津
保
健
所
で
毎
月

第
三
金
曜
日
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

3
月
の
検
診
日
は
、
日
日
で
す
0

時
間
は
午
後
1
時

i
3
時
ま
で
で
す

電
鉄
魚
津
民
衆
駅

入
居
希
望
の
予
備
調
査

高
架
橋
建
設
工
事
は
順
調
に
す
す

ん
で
お
り
、
乙
と
し
は
地
鉄
線
の
高

架
必
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
ι

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
地
鉄
で
は

電
鉄
魚
津
民
衆
駅
の
建
設
計
画
を
た

て
て
い
ま
す
が
、
庖
舗
の
規
模
、
入

居
数
な
ど
を
調
査
し
、
基
機
資
料
を

つ
く
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
入
居
希
望

の
予
備
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

民
衆
駅
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
「
入
居
希
望
調
査
表
」
に
ご
記
入

の
う
え
、

3
月
同
日
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

調
査
表
は
富
山
地
方
鉄
道
側
総
務

部
庶
務
課
、
魚
津
市
役
所
商
工
水
産

課
、
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。



(2) 

家
族
そ
ろ
っ
て
な
ご
や
か
に

4
月
の
第
三
日
曜
日
か
ら
実
施

(昭和押 9月13日)
第3種郵便物認可

明
日
を
に
な
う
青
少
年
を

健
全
に
育
て
る
こ
と
は
、
私

た
ち
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
現
在
多
く
の
家
庭

で
は
、
仕
事
が
忙
が
し
い
な

ど
の
理
由
か
ら
、
親
子
の
心

の
結
び
つ
き
が
そ
乙
な
わ
れ

が
ち
に
な
り
、
こ
れ
が
青
少

年
の
非
行
の

一
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
明
る
く
、
楽
し

い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
青
少
年
の
非
行
化
を
防
止
し
よ

う
と
い
う
乙
と
か
ら
、
毎
月
第
三
日
曜

日
を
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
、
こ
れ
を

4
月
か
ら
県
民
運
動
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
ね
ら
い
〉

「
家
庭
の
日
」
は
、
家
族
全
員
が
顔

を
そ
ろ
え
、
み
ん
な
が、

ひ
と
り
ひ

と
り
の
気
持
ち
を
よ
く
知
り
、
お
互

い
に
信
頼
し
、
協
力
し
あ
っ
て
、
明

る
く
、
楽
し
い
健
康
な
家
庭
を
つ
く

る
き
っ
か
け
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
家
庭
の
日
に
は
〉

そ
の
家
庭
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
で

つ
ぎ
の
よ
う
な
乙
と
を
取
り
あ
げ
て

み
た
い
も
の
で
す
。

・
家
族
み
ん
な
で
一
日
の
で
き
ご
と
や

将
来
の
希
望
な
ど
を
語
り
あ
い
な
が

ら
、
北ハに
・喜
び
、
励
ま
し
あ
っ

て
、

お
互
い
に
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
よ

う
に
し
ま
す
。

・
家
嫉
そ
ろ
っ

て
夕
食
を
楽
し
む
、
家

族
そ
ろ
っ
て
野
外
に
出
か
け
、
自
然

に
親
し
む
な
ど、

楽
し
い
ふ
ん
囲
気

の
な
か
で
、豊
か
な
感
情
を
養
な
い
、

家
庭
の
融
和
を
は
か
る
よ
う
に
し
ま

す
。

・
ひ
と
つ
の
仕
事
、
例
え
ば
家
の
内
外

報広市j掌魚日発行昭和41年 3月 1

国
民
健
康
保
険
を

知

や
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か

私
は
こ
こ
十
数
年
間
、
病
気
を

し
た
乙
と
が
な
い
の
で
、
国
民

健
康
保
険
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な

L
V
品川川

口

問

(
一
主
婦
)

(第23'5号〉

長
い
間
病
気
を
し
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
た
い
と
希
望
さ
れ
る
の
は
も
っ

と

も
で
す
。
し
か
し
、

国
民
健
康
保
険

法
の
第
五
条
で
「
市
町
村
ま
た
は
特

答

の
掃
除
、
日
曜
大
工
、
花
だ
ん
つ
く

り
な
ど
、
み
ん
な
が
力
を
出
し
あ
っ

て
す
る
な
ど
、
仕
事
を
通
じ
て
親
愛

協
同
の
気
持
ち
を
つ
ち
か
い
、
美
し

い
家
庭
環
境
と
勤
労
を
尊
ぶ
気
風
を

つ
く
る
よ
う
に
し
ま
す
。

〈
そ
の
日
は
〉

昭
和
引
年
4
月
の
第
三
日
曜
日
か
ら

毎
月
第
三
日
眼
目

〈
社
会
の
協
力
〉

「
家
庭
の
日
」
は
、
各
家
庭
が
自
主

的
に
行
な
う
も
の
で
す
が
、
こ
れ
を
お

し
進
め
る
た
め
、
み
ん
な
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
乙
と
に
つ
と
め
ま
す
。

・
各
機
関
、
団
体
で
は
「
家
庭
の
日」

を
大
き
な
県
民
運
動
と
し
て
、
も
り

あ
げ
る
た
め
、
そ
の
組
織
の
カ
を
生

か
し
て
、
積
極
的
な
計
画
を
た
て
て

お
し
す
す
め
ま
す
。

・
「
家
庭
の
日
」
に
は
、
公
的
な
行
事

や
他
家
へ
の
訪
問
な
ど
は
で
き
る
だ

け
さ
け
、
す
べ
て
の
県
民
が
家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
い

一
日
を
す
ご
す
よ
う

に
し
ま
す
。

・
「
家
庭
の
日
」
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

行
な
わ
れ
る
よ
う
近
隣
お
互
い
が
協

力
援
肪
し
ま
す
。

て

県
教
委
な
ど
主
催
の

み

一，
婦
人
参
政
二
十
周
年

h

リ

一
広

を
か
え
り
み
て
」
を
テ

え

イ

1
マ
と
す
る
婦
人
意
見

か

4
ハ

発
表
大
会
の
市
予
選
会

合一

5
、

は
日
日
、
市
民
会
館
で

Fr
ヰ
予

行
な
わ
れ
ま
し
た
0

0
を

こ
の
日
、
会
場
に
は
や

2
Zノ
く
五
百
人
の
婦
人
会
員

E
ヨ叫

が
集
ま
り
、
十
人
の
科

参

-

一

地
区
代
表
が
、
婦
人
の

へ

意

政
治
に
対
す
る
考
え
や

主
1

経
験
、
抱
負
な
ど
発
表

品
メ

し
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
片
貝
地
区
代
表
の
中
川
レ
イ
子
さ

ん

(
二
十
七
才
)
が
魚
津
市
代
表
と
な

り
ま
し
た
。
乙
の
あ
と
、
映
画
観
賞
や

県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
松
村
清
年
氏
の

「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
教
育」

と
題
す

る
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

各
地
区
代
表
の
意
見
発
表
者
は
次
の

と
お
り
。

マ

「
婦
人
参
政
二
十
年
を
か
え
り
み
て

」
日
武
田
文
子

(
天
神
)
石
塚
ス

ミ
子
(
魚
津
)
長
勢
登
代
(
上
野

方
)
板
川
洋
子
ハ
下
野
方
)

伊

東
幸
子

(加
積
)
大
石
八
重
子

(

経
旧
)
中
川
レ
イ
子
(
片
員
)

マ

「
所
感
」

H
木
下
あ
い

(松
倉
)

マ

「
婦
政
二
十
年
の
中
で
明
る
い
家
庭

づ
く
り
に
努
力
し
て
」
日
浦
国
外
喜

枝
(
下
中
島
)

移

動

図

書

館

3
月

か

ら

巡

回

は

じ

移
動
図
書
館
は
、
降
雪
の
た
め
、
冬

の
間
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
3
月
1
日

か
ら
巡
回
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
と
し
も
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、

毎
週
月

・
火
・

金
曜
日
に
一
日
三
か
所

を
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移

別
区
(
東
京
都
の
区
な
ど
し
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該

市
町
村
が
行
な
う
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
と
す
る
」

と
条
文
で
示
し

て
い
る
と
お
り
、
当
市
に
住
ん
で
い

る
方
は
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
を
除
き
、
当
市
の
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

こ
の
法
は
、
お
互
い
が
助
け
合
う
、

い
わ
ゆ
る
相
扶
共
済
の
精
神
に
よ
り

市
民
の
疾
病
、
負
傷
、
分
ベ
ん
ま
た

は
死
亡
に
関
し
て
給
付
し
、
市
民
の

健
康
の
保
持
増
進
と
生
活
を
安
定
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
乙
の
趣

旨
を
お
く
み
と
り
の
う
え
、
国
民
健

康
保
険
の
制
度
に
ど
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

め

ま

す

動
図
書
館
に
は
や
く
五
百
冊
の
本
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
新
刊
図
書
な

ど
た
く
さ
ん
と
り
揃
え
て
お
り
ま
す
の

で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
一
年
間
の
利
用
状
況
を
み
ま
す

と、

貸
し
出
さ
れ
た
図
書
は
、
の
べ

一

万
三
千
二
百
冊
で
、
こ
れ
は
、
月
平
均

千
百
冊
の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。
利

用
の
多
い
月
は
、
学
校
休
み
の
あ
る
け
-

月
、
7
月
、
8
月
で
、
ま
た
、
よ
く
読

ま
れ
る
図
書
は
、
小
説
、
児
童
書
、
実

用
書
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
利

用
者
が
大
半
を
し
め
て
お
り
ま
す
。

3
月
7
日

(
月
)
日
①
加
積
郵
便
局
前

②
六
郎
丸
停
留
所
①
吉
島
市
営
住

宅
広
場

8
日

(火

)
H
①
片
貝
第
二
発
電
所
前

②
山
女
岩
崎

・
山
沢
宅
前
①
片
員

連
絡
所
前

日
日

(金
〉
H
H
①
前

・
奥
東
城
①
道

坂
三
井
宅
前
①
横
枕
滅
菌
室
前

同
日
ハ
月

)
H
①
上
関
木
神
社
前
②

上
野
方
農
協
前
①
し
む
ら
湯
前

日
日

(
火
〉
日
①
坪
野
島
沢
宅
前
①

北
山
鉱
泉
前
①
宮
津
神
社
前

日
日

(金
)
H
①
松
倉
連
絡
所
前

①

金
山
谷
光
開
寺
前
①
松
倉
農
協
前

η
日
(
火
)

H
H
①
有
山
停
留
所

②
上

中
島
連
絡
所
前
①
下
中
島
浦
田
医

八
政
党
の
役
割
〉

民
主
政
治
は
政
党
政
治
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
今
日
、
日
本
に
お

い
て
は
、
議
院
内
閲
制
を
と
っ
て
い

ま
ず
か
ら
、
議
会
に
お
け
る
多
数
党

が
内
閣
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
o

そ
れ
だ
け
に
政
党
の
し
め
る

i

政
治
講
座
|

地
位
は
非
常
に
大
き
い
と
い
え
る
で

ら

え

会

]

し
よ
う
。

司
μ，

ρ
1
ノ

そ
れ
で
は
、
政
党
の
性
格
な
り
役

割
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
然
と
し
て
い
る
国
民
の
意
思
を
具
体

み
ま
し
ょ
う
り
あ
る
説
で
は
、

「政

的
に
実
現
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役

党
と
は
、
選
挙
お
よ
び
議
会
を
通
じ
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
政
権
を
獲
得
す
る
た
め
に
、

一
定
て
政
治
的
な
あ
ら
ゆ
る
意
思
、
利
益

の
政
策
、
綱
領
に
よ
っ
て
自
由
に
結
勢
力
を
全
体
的
に
統
合
組
織
化
し
て

，皿、81
3
u
B主
MWB
Z
B
Z
B
u
B
L
M
M
》
u
BE
M
M
B
M
》
正
MHも
《
J
u
nk
nou》
u
B
E
MMB
u
B見
MW込
n
E
B
h
SHE
E
M
H
》
"も

マ

「
婦
政
二
十
年
の
中
で
明
る
い
農
村

一

魚
津
市
出
漁
聞
の
航
海
安
全

生
活
へ
の
ね
が
い
」
リ
里
崎
富
子
(
一
る

・

大
漁
祈
願
祭
は
、
引
日
村
木

上
中
島
)

祈

小
学
校
講
堂
で
、
ゃ
く
二
百
人

ハ
写
真

を

の
団
員
が
集
ま
っ
て
行
な
わ

漁

れ
、
全
員
が
お
は
ら
い
を
受
け

大

た
あ
と
、
代
表
者
が
玉
ぐ
し
を

ル
}

さ
さ
げ
、
操
業
中
の
安
全
と
大

、さ

漁
を
祈
り
ま
し
た
0

ひ
き
つ
づ

)ヴ，し

き
壮
行
会
に
移
り
、
漁
業
功
労

ぺ，

者
や
同
一
船
主
勤
続
者
な
ど
四

グ
，
十
五
名
と
捜
索
救
助
団
体
を
表

海

彰
し
ま
し
た
o

肱
川

マ
捜
索
救
助
功
労
表
彰
H
第

;

三

久
吉
丸
乗
組
員
一
同

マ
功
労
者
表
彰
日
古
金
喜
佐
久
、
小

路
清
、
前
田
正
之
、
浦
崎
弥

一
、
海

原
重
松
、
魚
住
義
彦
、
四
十
万
降
、

浜
岸
乙
松
、
青
島
義
明

マ
十
か
年
同

一
船
主
勤
続
表
彰
H
野

村
長
作
、
木
下
勝
美
、
平
野
与
一

、

吉
野
繁
松

マ
同
一
漁
協
長
と
十
年
同
行
H
横
田

与
作
、
朝
野
泰
治
、
高
森
勇
、
早
川

進写
真

村
木
小
で
行
な
わ
れ
た
祈
願
祭

意
見
発
表
大
会
)

院

・
松
井
宅
前

お
日

(金
)
H
①
記
念
社
宅
広
場
①

青
島
黒
田
宅
前

・
青
島
社
宅
広
場

①
経
団
常
願
寺
前

お
日
(
月

)
H
①
続
出
諏
訪
社
前
e

搭

合

住

宅

①
天
王
住
宅

①
平
伝
寺

本
村
入
口

mu
日
(
火
〉

リ
①
一ニ
ケ
泰
平
製
作
所
前

①
臼
倉
小
学
校
前

4
月
1
日
(
金
)

H
H
①
黒
沢
停
留
所

①
長
引
野
停
留
所
①
困
布
施
連
絡

所
前

4
日
(
月
〉

日
①
蛇
間
藤
森
宅
前
①

木
下
新
公
民
館
前

・
東
尾
崎
花
岡
宅

前
①
天
神
農
協
前

駐
車
時
間
は
、
①
は
午
前
日
時
i
n

時
叩
分
、
①
は
午
後
口
時
加
分
i
午
後

2
時
、
①
は
午
後
2
時
加
分
i
午
後
4

時
で
す
。

合
し
た
人
間
の
集
聞
で
あ
る
。
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。
政
党
は
悶
民
大
衆

の
意
見
を
組
織
化
し
、
位
論
を
一
定

の
万
向
に
リ
ー
ド
し
、
大
衆
を
啓
発

指
導
し
て
、
政
策
を
準
備
し
、
ば
く
轡

高
架
橋
の
下
の
駐
車
な
ど

危

険

最
近
、
市
内
主
要
道
路
の
駐
車
禁
止

な
ど
交
通
規
制
に
と
も
な
っ
て
か、

現

在
工
事
中
の
国
鉄
高
架
橋
の
下
に
自
動

車
を
お
く
方
や
、
ま
た
紙
く
す
や
ご
み

研
焼
却
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
は
、
列
車
の
運
行

保
安
上
、
な
ら
び
に
踏
切
響
手
の
車
両

確
認
な
ど
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

車
や
人
が
踏
切
横
断
す
る
際
に
、
左
右

で

す

い
く
の
で
す
。

〈
政
党
か
人
物
か
〉

さ
て
、
私
た
ち
が
選
挙
に
際
し
、

し
ば
し
ば

「政
党
か
人
物
か
」
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
今
日

で
は
、
政
党
が
政
治
の
分
野
に
し
め

る
地
位
が
非
常
に
大
き
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、
選
挙
の
際
に
も
政

党
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
こ
の
問
題
は
、

み
ん
な
で
話
し
あ
っ
て
決
め
る
と
い

う
性
質
の
も
の
で
な
く
、
政
治
に
対

す
る
個
人
々
々
の
考
え
方
で
異
な
る

で
し
ょ

う
。
ま
た
選
挙
の
種
類
に
よ

っ
て
も
異
な
る
で
し
ょ

う。

ザ首
wkndAmグ
点
目

ph
M《
ndu市
『
百
グ
、
J
R

寄

付

一
万
円
沖
田
区

秋
本
久
貨

(
亡
母
せ
ち
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

一
万
円
友
道

大
島

章

(
亡
母
ゃ
い
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

一
万
円
日
本
カ
ー
バ
イ
ド友
愛
ク
ラ
ブ

五
千
八
十
円
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

青
年
部
(
パ
ー
テ
ィ
の
義
援
金
)

五

千

円

岡

町

安

栄

伸

人

(
亡
母
す
ず
え
殿
の
ご
遺
志
ご

〈
拾
得
交
付
金
〉

二

百

円
U
諏
訪
町

浜
藤
一
郎
二
百
円
H
村
木
谷
島
勝
一

二
百
円
H
八
幡
町
中
田
正
明

二
百
円

H
友
道
林
与
作
二
百
円
H
三
井
か
す

、。
中

4

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

3
月

笥

日

は

ミ
電
気
記
念
日
ミ

新
し
い
民
生
児
童
委
員
き
ま
る

遠
慮
な
く
ご
相
談
を

民
生
委
員
は
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
困
窮
者
の
生
活
援
護
を
は
じ
め
、
母

子
や
老
人
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
生
活

上
の
相
談
に
応
ず
る
ほ
か
、
社
会
福
祉

の
増
進
を
は
か
る
仕
事
に
あ
た
る
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
民
生
委
員
は
児
童
禍
祉
法
に

も
と
ず
く
児
童
委
員
を
兼
ね
、
児
童
の

健
全
育
成
を
は
か
る
仕
事
に
も
あ
た
り

ま
す
。
家
庭
で
の
問
題
や
、
生
活
の
こ
と
で

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
遠
慮
な
く
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
D

民
生
委
員
は
、
知
事
の
推
薦
に
も
と

す
き
厚
生
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
乙
ん
ど
新
し
く
委
嘱

さ
れ
た
民
生
委
員
は
九
十
三
名
で
担
当

区
域
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
魚
津
〉

マ
新
金
屋
1
I
2
・
母
子

察

・
東
栄
町
区
日
久
津
谷
正
子

マ

新
金
屋
3
・
神
田

・
鴨
川
区
H
山
口

信
次

V
金
屋
1
1
3
区
H
桝
崎
民

マ
火
の
宮

・
金
浦
区
H
山
本
初
子

マ
神
明
l
i
2
区
日
高
倉
恭
懲
マ

諏
訪
l
i
3区
H
梅
原
善
苗

V
下

新
1
1
3
・
元
町
区
H
浜
多
善
保

マ
諏
訪
4
i
5
・
港
町
区
日
浜
岡
泰

雄

マ

寺
町

・
荒
町
区
H
藤
田
彰
秀

マ
真
成
寺

・
餌
指
区
U
谷
川
寛
徳

マ
東
小
路
・田
方
1
・川
原
区
H
鎮
智

ふ
み
マ
馬
出

・
大
町
区
H
板
井
ふ

み

マ
明
理

・
新
道
M

昨
日
堺
ト
キ
子

マ
新
町
1
1
2
・
岡
町
区
H
島
崎
謙

一
マ
田
方
2
・
臼
屋
区
リ
三
由
ミ

ヤ
ノ
マ
紺
屋

・
八
幡
区
H
成
田
富

次

マ

角

川
e

橋
場

・
八
代
区
H
武

限
博
信
マ
南
町
1
i
3
区
リ
吉
崎

秀
松

マ
上
町
1
1
2
区
H
寺
崎
ヨ

シ

マ
三
ケ

・
住
吉
区
H
寺
崎
と
め

〈
下
中
島
〉

マ

慶

野

・
鹿
野
住
宅

・

公
務
員
住
宅
区
H
山
西
正
男

マ
住

吉
区
日
中
山
正
旺

マ
三
ケ
区
H
高

島
昌
二
マ
宮
津
区
日
常
楽
彦
四
郎

マ
川
縁
区
日
川
西
ひ
ざ

マ

町

三
ケ

.
市
営
住
宅
区
H
小
松
き
た

〈
上
中
島
〉

マ
吉
野

・
川
原

・
弥
源

寺
区
H
水
尾
太
吉

マ
浅
生

・
有
山

・
上
野
区
日
里
崎
ツ
ヤ

マ
湯
上

・

舛
田
区
H
今
井
金
次
郎

マ
出

・
岩

高
区
日
小
林
三
保
次
郎

マ
舛
方

・

下
椿
区
日
溝
口
芳
信

〈
松
倉
〉

マ
稗自国

・
室
出

・
観
音
堂

区
H
森
実
寿
マ
鉢

・
虎
谷

・
大
熊

区
H
窪
田
清

マ
古
鹿
熊
区
H
川
.平

重
覚
マ
坪
野

・
北
山
・

池
谷
区
H

堀
田
み
の
る

マ
鹿
熊

・
小
菅
沼
区

H
谷
山
久
太
郎

マ
金
山
谷
区
H
石

橋
政
次
郎

〈
下
野
方
〉

マ
大
海
守
新
2
・
開
木

山
区
日
伊
藤
松
造
マ
大
海
寺
新
1

区
H
窪
田
清
二

マ
石
垣

・
石
垣
平

時
速
二
百
キ
ロ
メ
l
卜
戸
で
走
る
超

一特
急
電
車
|
|
地
球
の
裏
側
を
電
波
で

一結
ぶ
宇
宙
通
信
衛
星
テ
戸
ス
タ
ー
な
ど

一
の
実
現
:
:
:
電
気
の
利
用
は
、
人
間
の

ニ
夢
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
追
っ
て
い
ま
す
。

一

日
本
で
電
灯
が
は
じ
め
て
、
あ
か
り

こ
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の

一
は
、
今
か
ら
八
十
八
年
前
の
明
治
川
年

一
3
月
3
日
で
す
。

一

東
京
中
央
電
信
局
の
開
業
祝
宴
の
席

一上
、
イ
ギ
リ
ス
の
電
気
学
者
工
戸
ト
ン

一氏
と
工
部
大
学
校

(現
東
大
)
学
生
た

一ち
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
ア
ー
ク
灯
が

一
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

の
確
認
が
十
分
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

一

北
陸
電
力
で
は
、
先
覚
者
の
偉
業
を

た
い
へ

ん
危
険
で
す
。

一生
か
し
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
供
給

国
鉄
で
は
、
こ
の
た
め
2
月
中
旬
に

一体
制
で
、
設
備
の
近
代
化
、
経
営
の
合

一
理
化
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

角
川
鉄
橋
か
ら
魚
津
駅
に
至
る
高
架
精

一

の
下
に

「立
入
禁
止
」
の
標
一ポ
板
を
や

一

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
安
全
で

一使
い
や
す
い
電
気
設
備
に
よ
り
、
文
明

く
三
十
枚
と
り
つ
け
ま
し
た
が
、
事
故

一一
の
利
器
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ

を
起
さ
な
い
た
め
に
も
、
高
架
橋
の
下

一
き
、
便
利
な
電
化
生
活
で
、
毎
日
を
楽

に
は
絶
対
駐
車
な
ど
し
な
い
よ
う
、
み

一
し
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

な
さ
ん
の
ご
協
力
会
お
願
い
し
ま
す
。

一

(
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
)

.区
H
寺
田
恵
美
子
マ
大
海
寺
野
2

i
3
・
住
宅
区
H
広
間
以

マ
大
海

寺
野
1
区
日
海
野
よ
し
え

〈
下
野
方
〉

マ
石
垣
新

・
印
閏

・
三

田
区
H
谷
川
ヨ
シ
ヱ

マ
友
道
3
t

6
区
H
布
目
し
が
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